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１．第 25 回 機電技術者意見交換会報告 

 

（１）背 景 

  

機電技術者意見交換会は平成 9 年から実施されており、今回で 25 回目となる。 

これまで、参加者からは「刺激を受けた」「他社の人間の意見が聞けて有意義であった」「モチベー

ションアップにつながった」「横のつながりが出来た」「同じ機電職として本音で話ができた」等、

意見交換会に対して好意的な発言が多く述べられてきたことから、それらを踏まえるとともに時流

に沿った討議テーマを選定し継続してきた。 

 第 16 回（平成 24 年）からは、建設業部会の中に「機電技術者交流企画ＷＧ」を設置し、開催意

義を再検討するとともに、機電技術者のさらなる育成交流に資する活動として、討議テーマ、グル

ープ編成、講演内容および PR 活動等の検討を行っている。 

第 19 回からは、「より多くの参加者との意見交換の要望」に対応して、グループ討議の班編成を

シャッフルして討議を行う方式を採用している。好評であることから今年度も班編成のシャッフル

回数については継続して実施した。 

2020 年から 2023 年までは新型コロナウイルスの影響を鑑み、web 講演会を実施してきて昨年 5 年

ぶりの開催ができ、今年も引き続き実施することができた。場所も昨年に引き続き機械振興会館に

て実施した。 

 

第 25 回目の開催にあたっては，第 24 回参加者のアンケート結果を下に、 

①   時流に沿ったより有意義な討議テーマの選定（前回からの継続テーマ） 

②   講演内容 

③   討議成果発表方法の工夫 

④   自己プレゼン方法の改善 

⑤   アンケート集計方法 

⑥   参加会社の拡大 

⑦   機電技術者の PR 方法 

等について重点的に討議を重ね、実施要領を決定した。また、4 年間開催してなかったことで参加

できていない若手社員も多くいるため機電技術者の参加を促すために参加者募集に関しては、昨年

と同様に各社 2 名を上限として引き続き建設会社協会会員のグループ会社の社員も含めることとし

た。さらに、継続学習制度（ＣＰＤＳ）の学習プログラムに登録し、単位取得の対象講習会とする

ことで参加しやすい環境を整えた。 

 

 

（２）副幹事長挨拶 ： 建設業部会 副幹事長 篠宮政幸 

 

皆さん、お疲れ様です。 

第 25 回機電技術者意見交換会に出席をいただきありがとうございます。 

新型コロナウイルスの影響でしばらく休止して講演会等実施していましたが、昨年、5 年ぶりに開

催となりました。 

コロナ前までは代々木のオリンピックセンターにて 1 泊 2 日で実施していましたが昨年からここ機

械振興会館に場所を移し実施しています。 

私たちの建設業は多くの課題に直面しています。 

昨今、労働力不足、熟練者不足と言われていますが我々建設業職員も人員不足と言われています。 

こうした情勢を背景として今回は「建設業のイメージアップ戦略～機電技術者の魅力を学生に伝え

る方法～」をテーマとして 2 日間に渡り討議をしていただきます。 

皆さんの活発な意見、交流を期待して開会の挨拶とさせていただきます。 
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（３）グループ討議 

 

『建設業のイメージアップ戦略～機電技術者の魅力を学生に伝える方法～』というテーマのもと

に、参加者 38 名を 6 班（工種別：土木全般系、道路・機械管理系、シールド系、トンネル系、建築・

橋梁系、海洋土木・橋梁系）にグループ分けし、討議を実施した。 

討議は上記の工種別グループを基本として行い、成果発表は班ごとに行う方法とした。なお、班

編成メンバーを入れ替えるシャッフル方式が好評であったことから、2 日目 1.5 時間のシャッフル

時間を取り入れた。 

シャッフル内容の討議テーマは『生成 AI の活用事例』として、平均年齢が各班同一となるような

構成とした。いずれも工種が重ならないように配慮した。 

 

 

（４）討議成果発表 

 

 ２日目の午後に、グループ討議の成果を各班の代表から発表してもらった。また、参加者全員が

発言するという機電技術者交流企画 WG の基本方針に基づき、参加者一人ひとりに討議内容および

意見交換会へ参加した感想等について発表してもらう時間を設けた。 

 

 

（５）講評者意見 

 

 討議成果発表に対して、各社の上司である管理職の方々から全体を通した講評を頂いたので、抜

粋を以下に示す。 

・皆さんは 10 年前後、今まで働いてきていますが、辞めてないということは仕事が楽しいから継続

できていると思います。その皆さんの姿勢をそのまま学生に伝えてもらえれば伝わると思いますの

でリクルート活動もそのような感じで取り組んでください。 

シャッフルテーマの「生成 AI の活用事例」については、機電職員は対応する力が大きいと思ってい

ます。昔は機電職員は縁の下の力持ちなどと言われていましたが、逆に皆さんがリーダーとなって

取り組んでください。 

 

・皆さん、しっかりまとめていると思います。学生に魅力を伝えるのも大事ですが、まずは自分が

楽しく仕事をするのが大事です。いきいきしている先輩がいれば入ってみようと思ってもらえると

思います。頑張ってください。 

 

・過去に発表したテーマについて現在、実現していることが多々あります。今回、皆さんが議論し

ていいただいた内容について 10 年、20 年すれば当たり前の時代になるように皆さん、頑張ってく

ださい。 
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（６）講 演 

 

今回は、60 分の枠で 2 講演を頂いた。 

 

 演 題 ： 『フィジカル AI アシスタントの社会実装（へ）』 

 講 師 ： ㈱ポケットクエリーズ 代表取締役：佐々木 宣彦 様 

 

 昨今、AI や DX 化などと言われる中、ポケットクエリーズの佐々木様より、IT 技術で課題を解決

できるいろいろな事象の講演をしていただいた。 

 災害事象を可視化するシステムを用いて社内の防災訓練を実施したこともある。 

自転車の車輪にセンサーを組み込んで、競輪場の 3D 空間に 2 台の自転車を入れて競争させるなど

のシステムを作っている。地面すれすれに 3D ライダーを用いて足の位置を検出し、空間 VR でイン

ベーダーゲームを作った。 

 AR、VR について 2018 年にテレビで紹介してもらったときに、東京電力で変電所を点検するにあ

たり、1 名は点検し、もう 1 人は遠隔でリアルタイムで共有し情報共有するシステムを開発してい

る。 

 工事現場では iPad を用いて AR 表示をして機材を配置するレイアウトを検討することによく用い

られている。 

 中国からいろんな種類の 4 足歩行ロボットを開発していて、AI を組み込んでいろいろな動きがで

きるようになってきているので、それを建設現場に用いることができるようになっていければ良い

と思っている。  

 非常に興味深い内容の講演であり、参加者から多数の質問が寄せられた。 

 

 

 演 題 ： 『スキルを磨け！』 

 講 師 ： 大成建設㈱ 建築本部建築機械部 企画開発室：久松 栄一 様 

 

 大成建設の久松様より機電職員として在職 38 年勤務してきた今までの業務実績について講演が

あった。 

 今までの現場でのご活躍やトラブル対応について講演タイトルのとおり「スキルを磨け！」の考

えに基づき自分で考えて自分で行動するということをされていた。 

 今は、すぐに検索して調べるということができるが昔はそういうものはなかったため、頭の中に

いれていたため現場で対応することができた。 

 資格取得についても建築、土木両方で取得し現場で活躍されていた。 

 今回、集まっていただいた意見交換会の若手職員にとって非常に興味を引く内容であった。 

 

 

（７）閉会の挨拶 ： 建設業部会 部会長  坂下 誠 

・2 日間、お疲れ様でした。今回のテーマについて意見交換していただきましたが、いろんな視点

から議論していただいたと思います。建設業界全体の人材不足の中で機電職員の確保も課題にあが

っています。皆さんで議論してもらった内容を今後に生かしていってほしいと思います。 

 昨今、施工機械の遠隔化、自動化、自律化、DX 等、新技術がたくさん世の中にあります。機電

職員も同様に対応していかなければいけません。今後、10 年 20 年かかると思いますが皆さんであ

れば取り組んでいけると思います。非常に期待しています。 

 今回 38 名参加していただきましたが、会社の規模も違いますし工種の違いもあります。当然、

個人個人の経験も違いますが、皆さん機電技術者として集まって意見交換してもらいましたが、共

感できる部分も多かったと思います。いろんな施工法ややり方など参考になった部分もあったと思

います。今後の仕事に役立てていってください。 
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（８）まとめ 

 

１）アンケート分析結果 

 

①  テーマ、進め方、発表方法、交流について 

【討議テーマ】 「建設業のイメージアップ戦略 ～機電技術者の魅力を学生に伝える方法～」 

 

テーマについては「適当・良かった：95%」「まあまあであった：5%」「不満・改善を要す：0%」という回答であり、 

テーマとしては話しづらい内容であるにも関わらず評価としては肯定的に捉えられている。 

 次回討議したいテーマとして「建設機械の自動化」「ICT施工」等のキーワードが多く、若手として実際に直面してい

る問題を討議テーマとしてもらいたい、解決策を教えてもらいたいと言った意識が働いているものと思われる。具体的

な討議テーマは発表に偏りが発生するのではないかとの意見もあり、討議に幅を持たせる内容としたが、複数のテーマ

の選択等の手法も検討していく必要がある。 

進め方については「適当・良かった：76％」「まあまあであった：21％」「不満・改善を要す：3％」という回答であり、

概ね、良好だったと言える。 

 シャッフル討論について「現行より時間を延長すべき：16%」「現行時間が妥当である：74%」「討議内容が浅くなるの

で、現行より時間を短縮すべき：10%」という回答であり、「いろいろな方々と話ができて非常に有意義であった」意見

が多く好評であり、今後も継続していくべきと考えるが、「時間が長すぎる」等の意見もあり、シャッフルの発表方法や

時間については今年度も検討を行ったが、来年はシャッフル討議の発表も視野に検討してもいいかもしれない。 

  

  

② 参加者、場所、期間について 

 参 加者 ：38名 

 場  所 ：機械振興会館 

 期  間 ：10月9日（木）～10日（金） 

 

参加者に関しては「適当・良かった：95%」「まあまあであった：5%」「不満・改善を要す：0%」という回答結果であっ

た。 

場所に関しては「適当・良かった：89%」「まあまあであった：11%」「不満・改善を要す：0%」という回答結果であり、

前回からオリンピックセンターから機械振興会館に変更したことにより、近くに宿泊する者、自宅に帰宅する者と自由

度が広がったのも好評の要因と言える。会場とのアクセスおよび経費的なことを考慮すると、現行方式を継続すべきと

考える。 

期間については「内容充実を図り3日間とすべき：16%」「現行のまま2日間が適当：76%」「1日が適当：8%」、また、

集合時間について「9時集合が望ましい：16%」「10:30集合：79%」「13:00集合が望ましい：5%」であり、期間、時刻と

も概ね現行通りで良いという回答であった。 

曜日に関しては「月・火が望ましい：0%」に対し「木・金が望ましい：84%」と週末を希望する意見が圧倒的に多い状

況である。施設予約の関係から「木・金」を第一希望としても取得しにくい面はあるものの、可能な限り週末開催とな

るように調整を図りたい。 

遠方現場からの参加者の宿泊について「現行通り該当者での各手配で良い：66%」と7割を占めるが、「協会での一括

手配希望：18%」「全員宿泊必須の工程復活希望：16%」と2割弱の意見があった。昨今のインバウンド需要から宿泊施設

の大人数の予約が困難なことと宿泊金額の高騰から現行通りの宿泊で良いのではと考える。 

開催時期については、10月という回答がほとんどであった。概ね「事前調整でき支障はなかった」という意見ではあ

るが、「決算期を外してほしい」という意見もあることから、極力通知時期を早める方策を検討したい。例えば開催日時

は決定しているため、5月～7月辺りに各社への人選依頼を先行して行うなどである。 
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③ 参加した感想 

感想欄の回答からは「有意義であった：92%」「まあまあであった：8%」「不満・改善を要す：0%」という回答を得たこ

とから意見交換会は成功としたい。また、「会で得たことを社内で展開するか」という問いに対して、「展開したい」と

の回答は 97%であった。参加者により程度の差はあるが、良い刺激をうけたと言える。業務への取り組み意識は「大い

に変化した：58%」「実感はないが，どこか変わった：42%」「まったく変わらない：0%」であり、討議のテーマ、講演会

の内容等継続して注視していく必要がある。 

主な意見として「他社、同年代の機電職と交流ができ有意義であった」「異なる分野の技術者と意見交換できて刺激を

受けた」「参考になった」「よい機会であった」等のポジティブな意見が多数であり、今後も意見交換会を継続する必要

があることを再認識した。 

 

 

④ 講演について 

（1）演 題 ： 『フィジカルAIアシスタントの社会実装』 

    講 師 ： ㈱ポケット・クエリーズ 代表取締役 佐々木 宣彦 様 

 

 

（2）演 題 ： 『スキルを磨け！』 

    講 師 ： 大成建設㈱ 建築本部建築機械部 企画開発室 久松 栄一 様 

 

講演に関しては「有意義であった：95%」「まあまあであった：5%」「不満・改善を要す：0%」という回答であり、概ね、

適当であったと考えられるが、「1 講演で十分であった：24%」という意見もあった。これは講演よりも討論テーマのほ

うに時間を使いたいということが考えられる。 

時間的にも「適当な時間であった」という方が92%であり、今後も1時間弱の講演時間を確保して進めたい。ただ、1

講演を望む参加者が24%いることから（2講演以上希望：76%）、可能な範囲で検討を行う必要があると思われる。 

最新技術の紹介や他分野の情報等を望む声が多いことから、今後も機電技術者が興味を持つ話題を提供したい。 

 

 

⑤ 今回の意見交換会から得たもの 

今回の経験をどのように活用して行くかという問いに対しては人脈活用、情報交換、個々のレベルアップについて概

ね良好な意見が多く見受けられた。自由意見として「今後も交流していきたい」「他社の現状を知る良い機会であった」

「今回話をした内容を自社に持ち帰り水平展開したい」等があり、各人それぞれが刺激を受け、良い経験となったと言

える。 

 

 

⑥ その他の意見 

その他の意見として「同業他社の機電担当者と繋がりが持てて有意義であった」「普段聞くことのできない他社の状況

や課題を共有でき不安が解消された」等の意見があり、前向きな意見が多くみられた。 

それ以外で「発表資料作成時、全員で確認できるモニターが欲しい」「自己紹介の時間を2分ぐらいに短くしてそのほ

かは懇親会のときに話しては」といった意見があったため、その辺は来年以降、検討していきたい。 

今回、参加者の年齢に関する意見は多少見受けられたが、各社の数少ない機電技術者の参加でもあり、現実として年

代を限定することは困難と思われるとともに、幅広い意見交換には各年代が混ざっていたほうが良いと感じる。 

「懇親会で国交省の方と情報交換ができた」等の意見もあったが、総体的に日ごろ意見を聞く、言う機会の少ない機

電技術者同士に自分なりの意見を発信できる場を提供できたと言える。 

 

⑦ 10年後の自分へのメッセージ 

将来の建設業を牽引する機電技術者を目指す決意が記されており、頼もしい意見が多い。彼らの目標を現実のものと

する手助けができるよう、今後も交流育成の場つくりを目指していく必要がある。 
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２）今年度の成果 

意見交換会へ参加しての感想は「有意義であった:92%」「まあまあであった：8%」のアンケート結果から、開催内容に

ついて大きな問題は無く、意見交換会の主目的である「機電技術者の交流・育成に資する場づくり」は達成できている

と考えられる。 

参加者各人の感想も「有意義であった」「刺激を受けた」等の意見が多数であり、特にシャッフルについては「同業他

社の機電職の意見が聞けた」「違う職種の機電職と交流でき刺激を受けた」等の高評価の意見が多く、今後も継続すると

ともに、時間配分についても検討を加えていきたい。 

 

 

 

３）次年度への課題 

「意見交換会に参加して自分の業務への取組み意識は変化したか」という問いに対して「大いに変化した」と言う回

答は58%との結果であり、昨年度の36%から大幅にUPした。参加者の討論が活発に行われたといえる。意見交換会の主

な目的である交流する、情報を得る、悩みを語るといった点については達成されていると考えられる。内容の見直しは

検討する必要があるが、大きく変革せずに小規模変化を取り入れ参加者の反応を見ていくことも必要と思われる。 

討議テーマに関して「適当・良かった：95%」という意見が多かったのは機電職の人材確保の問題という直近の課題が

テーマだったことから討論しやすかったのではないかと推測する。テーマ内容の検討に加え、複数テーマの設定等も考

慮していきたい。 

成果発表の方法については、パワーポイントの使用を継続して行ったが、大きな問題とはなっていない。パワーポイ

ント方式による発表を継続していきたい。ひとつのパソコンで作成してたため全員の確認用に各机にモニターがあった

ほうが確認しやすいといった意見があったため来年以降、検討していきたい。 

参加者に関して、今年度は土木系、建築系、道路系、海洋系と比較的バランス良く参加できていたと感じる。引き続

き参加案内を極力前倒しして各社の人選に寄与していきたい。 

開催の会場については、前回から青少年オリンピックセンターから機械振興会館に変更したがアクセスも良く、参加

者からも討議および発表会場への苦情等は無いが、協会での宿泊一括手配希望、全員宿泊希望等の少数意見もあるため

宿泊については検討の余地はあるといえる。また、大きな会議室で仕切りもない状態での討論であったが、非常に活発

な意見交換が出来ているように見受けられたため、会場も今回と同様で良いのではないかと推察する。 

前回、講演と討論会場を別々にしていたが、今回は同じ会場で実施したためスムーズに実施できていたように思う。 

講演に関して、1 講演を希望する参加者が 24%である。これは討論の時間が足りなかったという意見もあったことが

要因と考えられる。講演内容に問題は見受けられず、最新技術の紹介、動向など機電技術者の興味を掻き立てる内容が

望ましいと言える。 

新聞掲載は、業界紙2社に取材および掲載してもらった。今後も取材依頼は継続するとともに、どの時点で取材して

もらったら記事にしやすいかなどを考慮して、協会の活動をアピールしていきたい。 
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２．グループ討議結果 

１班-１ 
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１班-２ 
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２班-１ 
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２班-２ 
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３班-１ 
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３班-２ 
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４班-１ 
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４班-２ 

 
 

 

 



- 15 - 

 

５班-１ 
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５班-２ 
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６班-１ 
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６班-２ 
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３．シャッフル討議メモ 

シャッフル討議-１班
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シャッフル討議-２班 
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シャッフル討議-３班 
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シャッフル討議-４班 
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シャッフル討議-５班 
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シャッフル討議-６班 
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４．アンケート集計結果 

  

開 催 日： 2025 年 10 月 9 日（木）・10 日（金） 

 

主 催 者： 一般社団法人 日本建設機械施工協会 

 

開催場所： 一般財団法人 機械振興協会 機械振興会館 

 

テ ー マ： 『建設業のイメージアップ戦略 ～機電技術者の魅力を学生に伝える方法～』 

 

参加人数： 38 名 

 

講 演 ①： 『フィジカル AI アシスタントの社会実装』 

 

講 師： ㈱ポケットクエリーズ 代表取締役 佐々木 宣彦 様  

 

講 演 ②： 『センスを磨け！』 

 

講 師： 大成建設㈱ 建築本部建築機械部企画開発室チームリーダー 久松 栄一 様 
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（１）全体集計 
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（２）テーマ，進め方，発表方法について 
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（３）参加者，場所，期間について 
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（４）参加しての感想 
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（５）講演会について 
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（６）今回の意見交換会から得たもの、その他 
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（７）１０年後の自分へのメッセージ 
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５．資料 

（１）意⾒交換会実施要領およびスケジュール 

１）意見交換会実施要領 
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2）スケジュール 
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（２）参加者名簿 

１）基本班 
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２） シャッフル討議 
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（３）実施状況写真 

 

１） 副幹事長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）自己紹介 

 

 

 

３）グループ討議（基本班） 

 

1班                         ２班 
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３班                         ４班 

 

 

 

 

５班                         ６班 

 

４） 懇親会 
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５）講演会 
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６）シャッフル討議 

 

 

 

 

７） 成果発表 

 

 

1班                         ２班 
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             ３班                         ４班 

 

 

 

５班                         ６班 

 

 

８） 部会長挨拶 
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（４）新聞掲載記事 

建設通信新聞 
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建設工業新聞 

 

 

 

 


